
専門基礎分野

保健医療福祉と臨床検査

開講時期 3年　前期・後期 担当教員
担当教員の
実務経験

有 ・ 無

チェック欄

前期

第１回

第２回

後期

第１回

第２回

第３回 生活環境・生物環境

第４回 食品安全と食品衛生

第５回 産業保健

第６回 物理環境・化学環境

第７回 疫学

第８回 各種保険

1単位
（２０時間）

国家試験基本問題（倫理・法学・公衆衛生）

◆実務経験の内容
別途法学を10数年間講義してきた。その中で医療に関する法律に特化して授業をしてきた。公衆衛生と重複することも多く、
その中でも本教科の主題である公衆衛生にテーマを絞り、授業を行ってきた経験を活かし講義を中心に進めたい。

◆授業の目的・目標
医療従事者として、公衆衛生の実務等について学び、社会人・医療人としての涵養を計る。これが国家試験に対応できるまでの
知識向上を目的とする。

◆授業の概要・授業方針

国家試験過去問題を中心にスライドによる解説に加え、新しいデータ資料の配布などを行う。

◆テキスト・参考資料等 ◆成績評価の方法

教科書　公衆衛生学（２０２６年版）医歯薬出版株式会社。
厚生の指標（国民衛生の動向）２０２６／２０２７　Vol73　No.9。

卒認試験、各種模試

授業計画

今村　文章

区分２１ 授業科目名

国家試験基本問題（医療制度他）

国試過去問解析

人口動態・人口静態

公衆衛生学 単位数


